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要 　 　旨

　本稿は，情報文化学の 理論的深化を目的に，「八 クテ ィ ビズ ム」と 呼ばれ るサ イバー空 間 を中心 に展 開 され る集 合的

な 社会 運動 を 事例 と して ，情報 文化 空 間 をめ ぐる主 体 間の せ めぎ合 い につ い て考察す る。その 際，フ ラ ン ス の 歴史家
・

思 想家 で ある ミ シ ェ ル ・ド・セル ト
ー

が論 じた，日常 的実 践 にか かる 「戦 術」の 概念をそ の 理 論的な 枠組み と して 援用

す る。こ れ に よ り，情報文化空 間 をめ ぐる主体間の 力学や駆け引き等につ い て さ らな る理解を試みる。本稿の考察 は，

八 ク テ ィ ビズムがセル ト
ー

の い う 「戦術」を越えたと こ ろ にある，ア ノニ マ スな 情報文化主体 による 抵抗 あ る いは対 抗

の 実践と して 理解可能で ある こ と，そ しで 1青報文化空 間の 公 益性 （とその 変 質） が八 クテ ィ ビズム と関 係す る こ とを明

らか にする。本稿の考察は同時に，ハ クテ ィ ビズ ム も含 む情 報文化 空 間 内で の 主体間の ぜ め ぎ合い をさ らに 探究 して い

く必要 性 を提起 す る。

Abstract

This　paper 　explores 　the　theory　of　information−culturology 　through　a　focus　on 　so −called 　
“
hacktivism∴　a　collective ，

anonymous 　social 　act 　made 　mainly 　in　cyberspace 　 against 　hegelnonic　powers 　and 　values ．　Michel　de　Certeau　s　idea　 of

”
taCtiCS

”
in　the　praCtiCe　 Of　eVeryday 　life　iS　 emplOyed 　in　Order　tO　inVeStigate　dynamiCS　and 　 COnfiiCtS 　OCCUrring 　in　the

infOrmatiOn−CUItUrOlOgiCal 　Sphere ，　The 　paper　argUeS 　that　haCktiViSm　iS　a　SymbOhC 　eXpreSSiOn 　Of　CerteaU
’
S　

4’
taCtiCS

’
，

employed 　when 　the　public　interest　is　perceived　as　endangered ，　and 　concludes 　that　there　are 　not 　only 　academic 　but　also

social　needs 　to　theoretically　examine 　issues　related 　to　alternative 　and 　anonymous 　stakeholders 　involved　in　hacktivism　as

atactic 　in　the　information−culturological 　sphere ．

1．　 は じめ に

　筆者 は こ れ まで 情報 文 化の 空 間構 造 につ い て 考察 を重 ね て き

たが，その 過程 で 二 種 類 の 情 報文 化主体 を概 念 化 した。情報 文

化空 間 とい う 「場」 を生 成 す る オ ル タ ナ テ ィ ブ （代 替 的〉な主

体 と，そ こ に 後発的に 関与す る ア ノ ニ マ ス （匿名的） な主 体

で あ る。別 言 す れ ば 情報文化 空 間 の 生 成 と発 展段 階 に 応 じ

て ，異 な る 意 図や 性 質 を もつ 主体 が存在 す る 可 能性 を提 起 して

きた。本稿 は過 去 の 議論 を踏 まえつ つ ，近 年 その 存 在 や活 動が

注 目され る 「バ ク テ ィ ビズ ム 」 と呼ば れ る 新た な社会運 動形態

を，情 報文 化空 間 との 関 連か ら考察す る もの で ある。

　バ ク テ ィ ビズ ム （hacktivism） と は，ハ ッ キ ン グ の 「ハ ッ

ク 」 と 「ア ク テ ィ ビズ ム 」 を合 成 した造 語 で あ る。近年 で は

ジ ュ リ ア ン ・
ア サ ン ジ らが創 設 した 内部告 発サ イ トの 「ウ ィ キ

リークス 」 や，ガ イ ・フ ォ
ークス の 仮 面 をア イ コ ン と し，政府

や特 定企 業 な どの サーバ ーに
一

斉 攻撃 をか け る 「ア ノ ニ マ ス 」

な どが バ クテ ィ ビズ ム の
一
種 と して 知 られて い る。こ うした バ

クテ ィ ビ ズム ある い は バ ク テ ィ ビ ス ト集団に よ る 活動は，情報

文化 を空 間的に捉 え，当該空 間に お ける 主 体の 役割等を検討 し

て きた筆 者 の 過去 の 議 論 と の 関連 が 強 く，情報 文化 の 理論 的側

面 の さ らなる 深化 を 図 る 上 で 好適 な題材 に な る と考 え られ る。

　以上 を踏 まえ本稿で は，近年注 目さ れ る バ ク テ ィ ビズ ム を，

フ ラ ン ス の 歴 史家で あ り哲学者 で もあ っ た ミ シ ェ ル
・

ド
・セ

ル ト
ー （Michel　de　Certeau，以 下 「セ ル トー」 と す る ） の

提 唱 した，日常 的 実践 に か か る 「戦術 」 の 概 念 を ヒ ン トに情

報 文 化 学 的 に 考 察 して い く。 セ ル トーの 代 表作 「Practice　of

Everyday 　Life」 （邦 訳 「日常 的 実践 の ポ イ エ テ ィ ーク 」） に 詳

述 され た 「戦術」 とは，ある 主体が他者の 主導権 ・支配下 に あ

る 空間 内に ありなが ら も，弱者の 奇略と して した たか に，他者

の 影響 力 を換 骨 奪胎 し て い くあ り方，生 き方 を指 す概 念 で あ

る。本稿で は こ れ をア ノ ニ マ ス な主体が展 開す る 日常 生活 の 実

践，す な わち情報 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン に関す る活 動 に重 ね合 わ

せ ，バ ク テ ィ ビ ズ ム あ る い は バ ク テ ィ ビ ス ト集団 に よ る諸 活動

の 情報文化 学的意味を浮 き上 が らせ て い く。そ して そ の 際 の 鍵

語 と なる の が 後述 す る 「情報文化 空間 の 公益性」で ある 。

　本稿の 構成は 次の とお りで ある。最初に 情報文化理 論に お け

る 空間 論や 主体論 に つ き，筆者が 過去 に考察 して きた こ と を改

め て 確認 して お く。次に 情報文化空 間 をめ ぐる 主体間 の せ め ぎ
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合 い や力学 につ い て 考 察 し，また．「ア ノ ニ マ ス な主体 」 と バ

ク テ ィ ビス ト集団 と し て の 「ア ノ ニ マ ス 」 の 区別 に 留 意 しつ

つ ，バ ク テ ィ ビズ ム と情報文 化学 との つ な が りを検 討す る。そ

の 上 で セ ル トーの 戦術の 考え を参照 しつ つ ，情報文化空間の 公

益 性 が ハ クテ ィ ビズ ム を誘引する重 要な鍵に なる こ とを，本稿

の 意 義 や 課 題 と併 せ て 結 論 と し て提 示 す る。

2．　 情報文 化空 間 とそ の主体

　片 方 ら
［1］

に よ っ て そ の 基 礎 が 築 か れ た情報文化学の さ らな

る 発展を期する と き，事例 研 究の 蓄積 と併せ て 理 論面 を深 化 さ

せ て い くこ とが肝 要 で あ る。また，そ の 際 に は情 報 文化 を空 間

と して 捉 え る枠 組 み が 有用 で あ る と筆者 は 指 摘 して きた。こ の

こ とは，情報文化 空間の 生 成 と発 展 過程 に様 々 な動機 や程 度で

関 わ る 個 人 や組 織，す な わ ち 「情 報 文化 の 主 体」 につ い て 注 目

し，概念 化す る意 義 を同 時 に提起 する。

　筆者が 以前提示 した情報文化の 主体 に は，大別 して オ ル タ ナ

テ ィ ブ な主体 とア ノ ニ マ ス な 主体の 二 種類が ある
［2］。主体 は 通

常 個 人や 組織 を指 すが ，オ ル タ ナ テ ィ ブ ／ ア ノ ニ マ ス とい う性

質は相 互 に 排他 的 で はな く，時間的な経過の ほ か ，主体が 保有

す る技 術 力や 資本力 に よ っ て どち らに もな り得る。性転換や 変

態 す る生 物 の よ うに 著 しい 変化 を見せ る 場合 もある し，双 方の

性質を併せ 持 つ よ うな事例 も決 して 珍 しくない と考 え られ る。

　オ ル タ ナ テ ィ ブ （代替的）な主体は，独 自の 理念 に基 づ き施

設 系 を直接 また は 間 接 的 に構築 し，そ の 結果，そ れ ま で に な い

新 た な情報文化空 間を生 成する 存在で あ る 。

一
般に は 強い 個

性
・意欲

・
資本 な どを併せ 持つ 経営者や 企業体で ある こ とが 多

く，特 に現 代 的な情 報社 会 ・資本主義社会の 文脈で は，情報通

信 や サービス に か か る技術的
・
知識的な優位性や 先取性 を土 台

に，それ まで にな い 技術 基 盤やサービス を新 規 に展 開 し，時代

を牽引 して い くよ うな企 業 （や その 経 営者 ）が多い 。例 えば 米

国 の マ イ ク ロ ソ フ ト，ア マ ゾ ン，ア ッ プ ル，ウ ォ ル ト ・デ ィ ズ

ニ
ー
社 な どはその 典型 で ある 。 勿論 情報を広義に 捉えれ ば，

重 工業 や 軽 工業，また 宅配 や コ ン サ ル テ ィ ン グ な どの サービス

分 野 も新 しい 情 報文 化 の 顕現 形態 で あ り，新規 事業 の 展 開 は新

しい 空 間 が生成 され る こ と を意味 す る。

　そ の
一

方で，利便 性 や経 済性 につ い て 高い 支持 を得 た制度 や

サ
ー

ビス は，後 発 的な 関与 者 を獲 得 し成 長 して い くの が 通常 で

ある。一
般 に は ユ

ー
ザ
ー

や 顧 客 と も呼 ば れ る，後発 的 に 既存の

情報文化空間に 関与 し て い く者は，筆者の 考え に よれ ば 「ア ノ

ニ マ ス な 主体」で あ る。ア ノ ニ マ ス （匿名的 ）な 主体 は，情報

文 化空 間 に 介在 す る 不特 定 多数 の 主体 で あ る。とはい え，一昔

前 の 大 衆論 の ような画一的 ・没個 性 的 な捉 え方で は な く，個 々

の 能動 性 や役 割 へ の 積極 的 評価 を内在 させ た概 念 で あ る。す な

わち，ア ノ ニ マ ス な主体 はその 空 間介 在 に 付 随す る諸活 動 の 結

果 と して ，精神 文化 面 の 進 化 （情 報文 化 で い うと こ ろの 「人間

系」の 発展 ） を部分 的 に担う存在 と して 認識 され る 。

　例 え ば，携帯 電話 と い う技術 また は シ ス テ ム を構築す る の は

基本的に携帯電話事業会社で ある 。 同時に 地 球上 に は億単位の

携帯電話サ
ービス の 利 用者 が存在 し．彼 らはモ バ イ ル な情 報 コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を 日 々 実践 し て い る。こ の 場合，携帯電話

事 業 会社 が オ ル タ ナ テ ィ ブ な主体，利 用 者が ア ノ ニ マ ス な主体

に なる。利 用者 は サービ ス の 受益 者 で ある と 同時 に，仮 に そ れ

が無意識 で あ っ て も，サービ ス の 利用 を通 じて 記号 を生 成 ・交

換
・
消費す る役割を担 っ て お り，結果 と して 情報文化の ダ イナ

ミズ ム に 関与す る 自律的 な 存在 と して も捉 え られ る。

　 なお，利 用す るサ
ービス 等に不 満を持つ 者で，起業家精神や

資本力 に 優れ た個人 や 組織 は，自ら新 し い 事業展開の 可 能性

を模 索 し （理 念 系の 設 定），そ れ を具現化する 技術 や シ ス テ ム

（施設系の 構築） を考案ま たは 導入 し，そ の 帰結 と して 新た な

価 値観 を創 出 し，社 会 を発展 させ て い く可 能性が ある　（人 間系

の 発 展 ）。こ れ こ そ ア ノ ニ マ ス な主 体 が オ ル タ ナ テ ィ ブ な 主体

に 変 質する
一

つ の 典型 的 なパ タ
ーン で あ る。現実の 世界で は 常

に起業 と廃 業が 繰 り返 され て い るが，こ れ は或 る一つ の 情報文

化 空 聞が，そ の 成熟 過程 に伴 い 様 々 に 姿 を変 えた り分裂 した り

して ，時代 や 社会的ニ ーズ に応 じた 様 式 や価値観が 更新 されて

い くこ とを意味 してい る （図 1）。

オル タナティ ブな主体の関与

／
”』齟…齟…”．
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人 間系の 発 展と

空聞 の生 成

騾
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囲
　 　 　 　 　 　 アノニ マ ス な

　 　 　 　 　 主体 の後 発 的関 与

既存の情報文化 空間 （化 ）

図 1 情報 文化 空 間の 成 熟と新 たな空 間 の 生成

3．　 情報文化空間をめ ぐるせめ ぎ合い

（出典 ）筆 者作 成

　上 述 した よ うに，情 報 文化空 問 を生成 す る の は，第一義 的に

はオ ル タナ テ ィ ブ な主体 であ る。そ して ア ノ ニ マ ス な主体 も情

報 文化空 間 に後発 的 に参 入 し，情報 と 文化 の 相互 作用 を担 う
一

翼 と な る 。

　上述 した よ うに，一
般に 情報文化の 主体は 個人や 組織で ある

が ，後者 （組 織） につ い て は私 企 業 に 限 ら ない 。特 に 発 展途 上

の 社 会 や 中央 集権 的 な社会，そ うで な くと も民 間の リス ク を回

避 す る ため，国家 な どの 公的機 関が 情報 文化 空 間の 生 成 を主 導

す る こ とが あ る。日本 で も古 くは テ ク ノ ポ リス （高度 技術工 業

集積 地域 ）構 想 か ら昨今 の ス マ ートシ テ ィ構 想 まで ，中央省 庁

や 地方自治体 な どが少 な くない 役割を果 た して きた 。

　 しか しなが ら，情報文化の 生 成主 体が権力と結 びつ くと，本

質的 に経 済 的 ・文化 的色彩 が 強 い は ず の 情 報文化 空 間 は，次 第

に 政治性 を帯 び る よ うにな り，多様 な主体 の 力学 が 複 雑 に 交 錯

す る場 となる 。 こ の 場 合，空 間 に事後的 に 関 わ る ア ノ ニ マ ス な
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主体 に とっ て も少 な くない 影響が 及ぶ こ とに なる。

　 例 え ば 日本 の テ レ ビ放 送の 場 合，そ の 技術 的基 礎 で あ る 無 線

電信 ・電 話 は，当時 の 逓 信省 が第
一

次 世 界大 戦後 か ら強 力 な

リ
ー

ダ
ー

シ ッ プ で 研 究 ・整備 して きた
［31e

つ まる と こ ろ テ レ ビ

放送 と い うシ ス テ ム は，当時 の 国家 ・政府が オ ル タ ナテ ィ ブ な

主体 と して その 基礎を生成 した こ とに な る 。

一
方，後発的な参

入 とい う点に 着目すれ ば，ア ノ ニ マ ス な主体は 各放送事業者 と

い うこ とに な る （た だ し放送 は 免許 制の た め，匿名的 と い っ て

も実際 に は特定は 容易 で ある
ω
）。 テ レ ビ 放送 とい う基盤が 構

築 され，そ こ に 事後的 に 「テ レ ビ文化」な る もの が 展開 して

い っ た構 図 は，テ レ ビ 放送 あ る い は テ レ ビ文 化 とい う情報 文 化

空間 が生 成 され た と認 識可 能 で あ る。

　 上 述 した よ うに，オ ル タナ テ ィ ブな主体 は国家 ア ノ ニ マ ス

な主体 は 放送 事業者 （よ り広義に は 視聴者も含む）で ある。オ

ル タ ナ テ ィ ブ な主 体 た る 国家 は そ の 理念 す な わ ち放 送法 の 理

念 （放送 の 普及 とそ の効用 の 保障．放送 に よる 表現 の 自由の 確

保，健全 な民主主 義の 発達）を達成すべ く，情報文化空間 に
一

定の 関与 （放送 行政 を通 じた 放 送 事業者へ の 規制 や 干 渉） を 及

ぼ す。 しか しなが ら，仮 に そ うした規制や干渉が 過度で あっ た

り恣意 的 で あ っ た りす る よ うな場合，政 府 と放送事業者，すな

わ ち主 体 間 は緊張 した関係 に なる こ とが 予想 され る。また，現

実 に もそ うした緊張状態 は （少 な くと も日本で は）繰り返 され

て きた。

　 と は い え，空間 その もの が オル タナ テ ィ ブな主体 の 強 い リ
ー

ダ
ー

シ ッ プ で 生 成 され，か つ 維 持 さ れ て い る場 合，ア ノ ニ マ ス

な主体 に与えられ た 抵抗の 余地は そ れ ほ ど大きくは ない 。テ レ

ビ放 送 の 場合．放 送 免 許 の 更 新 を条 件 に され れ ば，放 送事 業

者は 通 常は 監督官庁で ある総 務省 に 従わ ざる を 得 ない 。こ の こ

とは，放送 事業者に 内在する ジ ャ
ー

ナ リ ズム が，どれ ほ ど権力

の 監視 を声 高 に 叫 ぼ う と も，当該 空 間 を生 成 した オ ル タ ナ テ ィ

ブ な主 体 （一こ の 場合 は国家 〉 の 掌 に あ る と い う現 実 を 自己超

克で きな い こ と を示 唆す る。 ほ か に もス ーパ ーコ ン ピ ュ
ータや

次世代通信技術など，国家が 主導する 先端技術や シ ス テ ム は 多

く，「情報文化空 間の 政治化」 に 起因す る利 害の 衝突，別 言す

れ ば空 間をめ ぐる 主体間の せ め ぎ合い は 避け難い
。

　勿論 空 間の 政治化 とい う変質そ の もの が情報 と文化の 相互

作用 の
一

つ の 顕 現形態 で あ り，利 害 の衝 突 こ そ 情報 文化 の ダ イ

ナ ミズ ム の 源泉 で ある と考 える こ と もで きる。一方 で ，オル タ

ナ テ ィ ブ な主体が，その 後の 空 間の 維持 発展 にあ ま りに強大 な

影響力を及ぼ し，利己的に 振る 舞うこ とが どの 程度許容 され る

か は
一

概 に は 言 えず難 しい 問 題 で あ る。そ もそ も他者の 参入 を

そ れほ ど歓 迎 しない 半 クロ ーズ ドな情報文化空 間も存在 して然

るべ きであ る （例 えば住民 基本 台 帳 シス テ ム な ど）。

　 しか しなが ら，現 実 に は ，本 来 自由 で あ る べ き情 報 文 化 空

間 に も様 々 な 形で 政 治化 の 波 が 押 し寄 せ て い る。サ イバ ー空

聞 も例外で は な く，元 関 係者に よ っ て 暴 露 され た，米 国 政府

（中央 安 全 保 障 局 ） に よ る 広 範 な 情報収集 な ど は そ の
一

例 で

あ ろ う。サ イバ ー空 間 に お け る 主 体間 の せ め ぎ合 い は，米 国

西 海 岸 の 伝 統 的 な カ ウ ン ター・カ ル チ ャ
ー

の 流 れ に あ る 「カ

リ フ ォ ル ニ ア ン ・イ デ オ ロ ギー」
囘

に 象 徴 され る よ うに．か
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な り以 前 か ら存在 し て きた問 題 で あ る。そ の
一方 で，近 年 は

「バ ク テ ィ ビ ズ ム 」 と呼 ば れ る，市 場 万 能 主 義 また は先 進 国

型全 体 主 義 と もい うべ き風 潮へ の 反 発 も込 め られ た新 しい 社

会運 動 （NSM ） の
一
種が 注 目され て い る 。 こ の バ ク テ ィ ビ ズ

ム も ま た，情報文 化 空 間 を め ぐる 主 体 間の せ め ぎ合 い に ほ か

な らな い と筆者は 考 える 。

4 ，　 八 クテ ィ ビズ ム と 「ア ノ ニ マ ス 」

　 バ ク テ ィ ビズ ム （hackti＞ism） は，ハ ッ キ ン グ （hacking）

とア ク テ ィ ビ ズ ム （activisim ） か ら成 る 造語 で あ る。バ ク テ ィ

ビズ ム に つ い て 塚 越 は，「ツ
ール を用 い た政 策無 効化 と呼 ばれ

る手段 に よ っ て，既 存 の 国家政 策，法，裁判 決定 を無 効化 し，

政 治制度 の 変革を促す 」もの で あ り
［5］，よ り端的 に は 「明確 な

政 治 目的 をもっ て情 報技 術 を用 い る こ と，つ ま りハ ッ クに よ っ

て 新 しい 制度 を構築 し，現 実 の 問題 を解 消 し，あ るい は ハ ッ ク

を既存制度へ の 抗議 と して 用 い る こ と」 と定義す る
［6］。一

般に

ハ ッ キ ン グ や ハ ッ カ
ー

に は 否定 的 な イ メ
ー

ジ （正 確 に は ス テ レ

オ タ イ プ とい うべ きだ が ）が 付随する が ，ハ ク テ ィ ビズ ム は そ

の 宇句 どお り，社会
・
市民運動 と して の側面 を含意 し，む しろ

そ の 市 民 的不服 従 の 精神 を賛 同す る 響 きす らあ る。

　 バ ク テ ィ ビ ズ ム に 該当する 行為や 主 体は幾つ か 挙げ られ る

が，比 較 的高 い 認 知 を世 界 的 に 得 て い る の が 内部 告発 サ イ ト

「ウイ キ リ
ー

クス 」 や，バ ク テ ィ ビ ス ト集 団 「ア ノ ニ マ ス 」 で

ある。また，サ イバ ー空間 か ら現 実 世界 に逆 流 的に拡 張 した事

例 と して，情報の 自由な どを標 榜 して 世界 的 な連帯 を見 せ る

「海賊 党 」 （pirate　party） の 動 きが挙 げ られ る。ドイ ツ で は海

賊 党 （piraten　partei）が 既 に 地 方 議会 の 議 席 を
一

定 数 占 め る

勢力とな っ て い る ほ か ，日本で も 「日本海賊党」が正 式な政治

団体 と し て 存在 する。

　 こ の うち，特 に耳 目を集 めて い る の がバ ク テ ィ ビ ス ト集 団 と

して の 「ア ノ ニ マ ス 」 で あ る。彼 らは統一的 な ア イ コ ン と して

仮面 （英国の コ ミ ッ ク 「Vfor 　Vendetta」 に登 場 す るア ナーキ

ス ト，ガ イ ・フ ォ
ー

ク ス を模 した もの ） を被 る こ とが 多 く，こ

の 仮面 は ア ノ ニ マ ス そ の もの に加え，現在は 公 権力や 大企業 へ

の 抵抗や 対抗の 象徴 と して も記号化され て い る 。 ア ノ ニ マ ス の

活 動 は サ イ バ ー空 間 に 限 ら れ ず，例 えば 2011年以 降の 米 国で

の ウ ォ
ール 街 占拠 （OWS ）運 動な ど，現実世 界 の様 々 な場面

で ，仮 面 を被 っ た名 も無 き人 々 （そ れゆ えに ア ノ ニ マ ス で あ る

が ）の 姿が確認 され る．

　 な お ，バ ク テ ィ ビ ス ト集 団 と して の ア ノ ニ マ ス と，筆 者が 提

起す る 「ア ノ ニ マ ス な主体」の 概念は 明確に 区別 され なけ れば

な らな い 。前者は （主 と して ）サ イバ ー空 間上 で バ ク テ ィ ビズ

ム に 関 わ る 者 の 集合 体 を指 す 固 有 名詞 で あ る。一
方，後者 は

情 報 文化 学理 論上 の 用 語 で あ り，オ ル タナ テ ィ ブ な主体の 相対

概 念 に過 ぎない 。そ れゆ え ア ノ ニ マ ス な主体が 必ずバ ク テ ィ ビ

ズ ム に 関係す るわ けで は ない し，バ ク テ ィ ビズ ム に 関 わる 者 に

は，情 報 文化学 で い う と こ ろ の オル タナ テ ィ ブな主体 も当然な

が ら含 まれ る こ とが ある 。

　匿 名集団 で あ る が ゆ えに 実態 は 不 明 だ が，ア ノ ニ マ ス は フ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Information-Culture Society

NII-Electronic Library Service

Japan エnformation −Culture 　 Sooiety

6

ラ ッ シ ュ モ ブ と呼ばれ る
一斉パ フ ォ

ー
マ ン ス 的要素 も多分に 含

む，白発 的 ・一時 的 な活動 （行 為） で あ る。筆者 の 過去 の 論考

で も触 れ た よ うに，情 報 文化 の 主 体 は 多様 性 を内 在 させ て お

り，オ ル タナ テ ィ ブ とア ノ ニ マ ス の 両要 素 を併せ持 つ こ と もあ

る し，環境 の 変化 に 応 じて 変質 して い くこ と も十分 に 考 え られ

る。そ れ ゆ え い か な る 情報 文化 主 体 で あれ ，対象 の サ ーバ ーに

攻撃 を仕掛 ける，あ る い は ガ イ ・フ ォ
ー

クス の 仮面 を被 り公共

の 場 に 現 れ る とい っ た 行為 に 関与 し た とき，当該主 体は ハ ク

テ ィ ビ ス ト集 団 と し て の ア ノ ニ マ ス の
一

部 とな る。裏返 せ ば，
一
瞬で ア ノニ マ ス とは無関係の

一
般的な利用者に戻 る こ とも可

能で あ る。こ う した流 動 1生も 「ア ノ ニ マ ス 」 の 特徴 で あ ろ う。

　 ア ノ ニ マ ス の 活 動 は．2008年 頃か ら広 く知 られ る ように な っ

て きた とされる。最近 は研 究者 だ けで な く，報 道機関も普 通 に

言 及す る よ うに な っ て い る （例 え ば朝 日新 聞 で は，2010年 頃

か ら急 速 に ア ノ ニ マ ス に 関す る 報 道 が増 えて い る 〉。様 々 な活

動 の バ リエ ーシ ョ ン が あ り，そ もそ もあ る行 為 を バ クテ ィ ビ ズ

ム に 含 め るべ きか ど うかで 議論 が 分 か れ る こ と も少 な くな い

が．研 究成果 の 蓄 積 や社会 的 関心 の 高 ま りに 伴 い ，次 第 に 明 ら

か に な りつ つ あ る 点が あ る。そ れ は，バ ク テ ィ ビ ズム の 背後に

ある カ リ フ ォ ル ニ ア ン
・

イ デ オ ロ ギ
ー

や サ イ フ ァ
ーパ ン ク と

い っ た 思 想 や 運 動 の 影響，すな わ ち情報 が 公権力 や 大 企 業に

よ っ て 管理
・統制 され る こ とに 対 す る 強 い ア レル ギ

ーと，「サ

イバ ー・
ア ナ キ ズ ム 」 と も呼ぶべ き反骨精神で あ る

［Z。こ れ は

渡辺 の 提唱する 「民 衆の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 権 」の 考え 181，つ

ま り個 入が市 民 主権 の 原 理 に も とづ き有す る，あ らゆ る情 報 に

接 し，また発 信す る権 利 と不可 分 の 関 係 にあ る。

5． ハ ク テ ィ ビズ ム の 情報文化学的意味

　上 述 した実 態 や 背 景 を もつ バ ク テ ィ ビ ズ ム だが，情 報 文化 学

的 な観 点 か ら何 が言 え る の だ ろ うか。少 な くとも筆者 は，ハ ク

テ ィ ビ ズ ム が情報文 化理 論の さ らな る 深化 を図 る上 で 好適 な材

料 を提 供 して い る と考 え る。具体 的 には 空間生 成 にかか る主 体

の 内向性 ・外 向性 の 問題，そ して 空間の 性質 （空間の 公 益性）

と い う点 で重 要 な 示 唆 を 与 え る もの で あ る。

5，1　 ハ ク テ ィ ビズ ムの 内向性

　
一般 化 は難 しい もの の，理論 的に は情報 文化 は次の ような過

程 を経 て 生 成 ・発展 す る。まず前 提 と なる の が 独 自の 理 念系 の

存 在 で あ り．その 理 念 系 に も とつ く情 報が 施設 系を通 じて 生

成 ・発信 され る。そ して 実 際 に生 成 さ れた 情 報が 多様 な個 人や

組 織 に よ っ て 消 費 ・受容 さ れ，社 会の 共 通項 と して 「文化」に

昇 華 す る と き，理 念系 と施設系の ベ ク トル に 人間系が 伸長 （拡

張 〉 した こ と を意 味 し，一
つ の 隋報文化 空 間 が 誕 生す る。別言

すれ ば，理 念系の 存 在 か ら人 間系の 伸 長 に 至 る情 報文化 の 生成

過程で は 何が 起 こ る か は わか らず，理 念系 を設定 した情 報 文化

主体の 思 惑 どお りに 事 が 運ぶ とは限 らない 。こ れ こ そ情報 と文

化の 相互 作 用の ダイナ ミ．ズ ム で あ ろ う。

　同時に，様 々 な主体 が 関 わる相互 作 用の 過程 で は，既存の 情

報文 化 空 問に 反発 す る 動 き も潜在す る 。 例え ば理念系や 施設系

に対する 不満や 反発 の ほ か，施 設系 の 不便 さを 自ら改善 して し

まお うとす る 動 き （ハ ッ ク行 為） もあ り得 る。と い うの も仮 に

不満 や 感情 をある主 体 が有 す る と して も，自 ら新 た な空 間 を 生

成 ・維 持す る意 志や 資本 を持 つ 者 は 限 られ，そ れ よ り も既存の

空 間 を改良 す る と い う合 理的 選択 をす る者が 現 実に は 少 な くな

い と予 想 され る か らで あ る。そ れ ゆ え ア ノ ニ マ ス な 主体 に は，

既 存の 空 間 へ の 不 満や 反発 に 裏打ち さ れ た 内向性 （内 向的志

向〉 と外向性 （外向的志 向）が 潜在 し．自らオル タ ナ テ ィ ブ な

主体 とな っ て 新 た な 空 間 生成 に 動 く者 は外 向性 が 強 く，既存 空

間に留 まっ て その 改良を企 図する 者は内 向性 が 強 い と考 える こ

とが可 能 で あ る。

　以上 を踏 まえ る と，ウ ィ キ リ
ー

ク ス や ア ノ ニ マ ス の よ うなバ

ク テ ィ ビ ズ ム は，ア ノ ニ マ ス な主 体 の まま，自身が 介在 す る 情

報 文化 空 間の 改 善 や拡 大 を試 み よ う とす る 存在 と して 認識 され

る。言 い 換 えれ ばバ ク テ ィ ビズ ム は，既存 空 間 を忌 避 して 新た

な空 間 を生 成 して い こ うとす る外 向性 よ りも，内 向性の 方 が 強

い と い える。その 背後に は経済的な動機や計算 （既存空 間に 留

ま っ た 方 が コ ス ト を抑 え られ る ） も あ る と推察 さ れ る が，む し

ろ ハ クテ ィ ビ ズ ム の 場 合 は，空 間 を必 要 以上 に 支 配あ る い は管

理 し よ うとする 主体 に 対 して，良心 に も とづ き不服 従 あ るい は

抵 抗 し よ うとす る 「義 憤」 的 な意思 がそ の 根底 に あ る と考 える

べ きで あ る。それ はハ ッ キ ン グに か か る様 々 な思想 （カ リフ ォ

ル ニ ア ン ・イデ オロ ギーな ど）や運動 の 歴史 か らも十 分 に説 明

の つ くとこ ろ で ある。そ れゆ えハ ク テ ィ ビ．ズム が 内向的 で ある

と して も，肯 定 的な イ メ ージで 捉 え ら れ るべ き もの で あろ う。

5．2 　 情報文化空間の 性質

　しか しな が ら，だか ら とい っ て ハ ク テ ィ ビズ ム 的行 為 が社 会

的に 許容 され る か どうか は別問 題で あ る。ウ ィ キ リークス に せ

よア ノ ニ マ ス に せ よ．国 家機 密 を暴 露す るこ と，特定 企業の 業

務 を妨害 す る こ と，そ して こ うした 行為の 帰結 と して （仮 に そ

れ が意 図せ ざる もの で あ っ た にせ よ ），そ こ に 含 ま れ る （特に

無 関係 の ）個 人情 報が 露 わ になる こ と へ の 批判は 少な くな い 。

言 い 換 えれ ば 理 念系 とそ れ を具現化する ため の 施設 系 を維 持

す る リ ス ク や コ ス トを負 わ ない ア ノ ニ マ ス な主体 が，情 報文 化

空 間内 で どこ まで 自由 に振 る舞 うこ と が 許 され る の か が 問題 と

なる。こ れ は情報 文化 空 間の 性 質を ど う捉 え る か とい う視点 と

関 わ っ て くる。

　情 報文 化空 間 の 性質は 知的所有権 と も深 く関係 す る。例 え ば

ア ニ メ
ー

シ ョ ン の キ ャ ラ ク タ
ーはそれ 自体記号 で あ り，そ れ を

著 し た者の 理 念 に も とづ き生 成 さ れ た情報 で あ る 。 当該 キ ャ ラ

ク タ
ーをマ

ー
チ ャ ン ダイ ジ ン グす る 才 能 に 富 む 者 は，施 設 系を

構築 して 商 業 的な成 功 を収 め るこ とに なる 。 米 国 の デ ィ ス ニ
ー

兄 弟 な どはそ の 典型 で あ る （ア ニ メ
ー

シ ョ ン や テ
ー

マ パ ー
クが

施 設 系 に該 当す る）。そ して 当該キ ャ ラ ク タ
ー

が 多 くの 人に 消

費され受容 され る こ とで，人 間系すな わち精神 文化 面 の 発 展 に

帰結する。こ の 点，デ ィズ ニ ー
の 普遍 化 した フ ァ ン タジ

ー
の 世

界 は，時代 と地 域，さ らに は世代 を越 えて グ ロ
ーバ ル に 発展 し

た情報文化の 好例 で あ る。

　デ ィ ズ ニ ー
の よ うに，理 念系の 設 定や 施設系の構築に 主体 の
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動機 や 意思 が 強 く影響す る と き，そ の 空 間 の 性質は オ ル タ ナ

テ ィ ブ な主体 に よ っ て 支 配 さ れ る 余地 が大 き くな る。つ ま り後

発的関与者は，当該空 間を支配する ル
ー

ル に従う限 りで ，キ ャ

ラ ク タ
ー

の 商品化 に代表 され る 記号の 再生 産を許さ れ る。情報

と文 化 の 相 互 作用 の ダ イ ナ ミズ ム は，こ うした 空間 で は 限定 的

に な らざ る を得ず，オ ル タナ テ ィ ブ な主体 に とっ て は理 念系の

堅持 と施 設系 の 拡 張 が 至上 命題 とな る。そ れゆ えデ ィズ ニ
ーと

い う情報 文化 が 空間 的 に拡 張 す るの に伴 い ，そ れ に追い つ くべ

くデ ィ ズニ ー社 が巨大 な メデ ィ ア ・コ ン グ ロ マ リッ ト化 した こ

とは不 思 議な こ とで は ない 。

　
一

方，理 念系に 付随す る商業的動機が 希薄な場合 は 事情が 異

な っ て くる 。 例え ば国家
・政府が 高度な情報通信 ネ ッ トワ

ー
ク

を構築 し，関連産業の 振興や 経済社 会の 全体的 な発展 を希求す

る よ うな 場合 は，む し ろ シス テ ム を オ
ープ ン に して ，よ り多 く

の 事業者 （一ア ノ ニ マ ス な主体）の 参入 を歓 迎 する と考え られ

る。結果 的 に 多様 か つ 多数の 個 人 や企 業が 関与 し，円滑 な情 報

コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 活動 や 経 済活 動が 展 開 され れ ば．空 間 は 複

雑 なが らも順 調 な発 展 を見 せ る は ずで あ る。そ の 際，オ ル タ ナ

テ ィブ な主体 と して の 国家 ・政府の 役割は，デ ィ ズ ニ
ー

社 の そ

れ とは 異 な り，総合的な調整 （例 ：規格 の 統
一

〉や 空聞利用の

促 進 （例 ：補 助金 制 度 の 創設 ）な どが 中心 と な る。

　 しか しなが ら，こ こ で
一

つ の 懸念が 生 じ る 。 それ は，当初 は

自由な情報 コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 活動を歓迎 して い たオ
ープ ン な

シ ス テ ム，つ ま り 開放 的 な 情報 文化 空 間 に お い て，次第 に 管 理

や 支配が 強 ま っ て い く可能性で ある。自由な参入 や 活動 を歓

迎 ・
承認 して お きなが ら，そ れ を規制 して い く方向性 を （当該

空 間 を生 成 した主体 が）
一

転 して 示 す こ とは 「情 報 文化 空 間の

変質 」 を意 味 し，そ こ に後 発 的 に 関与 した ア ノ ニ マ ス な主体 に

と っ て は 不快や不 満 を感 じ る 原 因 とな る 。 そ して バ ク テ ィ ビズ

ム こそ，こ うした 情報文化空 間の 変質へ の抗議，ある い は 抵抗

の 実践 と して 理 解すべ きで あ る。

て 位置付 け られ て い る。

　セ ル トーに よれ ば，例 え ばテ レ ビ の視 聴 者 は，メ デ ィ ア 文化

が興隆 を極 め る状 況 下 で は，「生 産物 に よっ て 追 い 払 われ，自

己表現か ら閉め だ され」 た存在 と して 映 る が，実際 に は対抗 的

に 「『消 費』 と形 容 され て い る 生 産」 を して お り，「自分 に押 し

つ け られた もの を利用 す る技 を とお して 姿 をあ らわす」 の だ と

い う 岡 。す な わ ち弱 者 は 弱者 な りに，日 々 の 生 活 の 中 で 換 骨

奪胎 的 な実践 を して ，しぶ と く生 き残 りを 図 る 存在 と して 肯定

的 に 捉 えられて い る 。

　そ れ ゆ え セ ル トーは 戦 術 を．「自分 の もの （固有 の も の ）

を もた な い こ と を 特徴 とす る ，計 算 さ れ た行 動 」 で あ る と

説 く 悶 。つ ま り戦 術が 展開 され る 場 は，他 者の 支 配 や 管 理 が

及ぶ 領域 で あ る が，弱者は生 存の た めの 術 と して，そ の 間 隙 を

突 きつ つ 試行 錯 誤 を重 ね て い く。そ の 実践 が戦 術 とし て 概 念化

され る の で あ る。一方，戦 略 は，「あ る 意志 と権 力 の 主 体 が，

周 囲 か ら独 立 して は じめ て 可 能 に な る力 関係 の 計算 ま た は操

作」 で あ る とい う
［12］。つ ま り戦 略 を採 る べ き主 体 は，空 間 な

り領 域 な りを 自己の もの と して，そ こ に 自律 的に 境 界線 を 設定

で きる 程度の 政 治力や経済力を有す る 組織 ・制 度 ・個 人 と い う

こ とに なる。

　例 え ば 先 に事例 と し て 挙 げ た ウ ォ ル ト ・デ ィ ズ ニ
ー

社 は，

「デ ィ ズ ニ
ー

の 世界」 と もい うべ き情報文化空間を確立 し て い

る。しか もそ の 空 聞は，複数の 事業領域 に 跨り現在 も拡張 し続

け て い る。そ うし た 空 間 の 固 有性 を維 持 す る コ ス トは 多大 だ

が，そ の 分ル ー
ル や 規準を通 じて 空 間領域 を掌握 し，そ こ か ら

莫大 な売上 げ を得る こ とに 成 功 して い る 。そ れゆ えデ ィ ズ ニ
ー

社 は，セ ル トーの い う 「戦略 」 を，商 業化 と絡 め て 実践 し成功

して い る 主体 と捉 える こ とが で きる。そ して デ ィ ズ ニ ーの 世界

に足 を踏み 入 れ た 個人 や 企 業は，デ ィ ズ ニ
ー
社が 描 く収益モ デ

ル に 絡め と られ つ つ ，そ れ ぞ れ の 欲求や 動機 を満た す 「戦術」

を展 開 す る存 在 と して 理 解 さ れ る。

6，　 セル トーの 日 常的実践 に おけ る 「戦術」

　ハ ク テ ィ ビ ズ ム を情 報 文 化 空 間 の 変 質 に対 す る抗 議 や 抵 抗

と 捉え る と き，フ ラ ン ス の 思 想家 ミ シ ェ ル ・ド・セ ル ト
ー

（Michel　de　Certeau，1925　− 1986）が 提起 し た 「戦 術 」の 概

念が 思 い 浮か ぶ 。本節 で は，こ の ミ シ ェ ル ・ド・セ ル トーの 日

常 的実践 に お ける戦術 の考 えを援用 し，情報 文化 空 間 をめ ぐる

主体 間 の せ め ぎ合 い に つ い て 検 討 して み たい 。

6．1　 場をめ ぐる 「戦略」と 「戦術」

　セ ル トーは ミ シ ェ ル
・

フ
ー

コ
ー

に 強い 影響を受けた歴 史学

者 ・哲 学者 で ．そ の 著作 「日常 的 実践 の ポ イエ テ ィ
ー

ク 」 （原

題 ：The 　Practice　of　Everyday 　Life）の なかで 「戦 略」 と 「戦

術 」 と い う概 念 につ い て言及 してい る LY］。セ ル トーの い う戦 略

と戦 術 は，異 な る 主 体 間の 力 関係 の 差 異 を前 提 と した，特 に

「場 」 に 関 す る 言 説 とい っ て よ い 。総 じて セ ル トーの 視 点 や 思

考 は，歴 史 の 中 で 語 られ る こ と の ない 弱 者 に置 かれ て い るが，

二 つ の 概 念の うち 「戦術」が，そ うし た 者が 採 る べ き方策 と し

6．2 　 情 報文化理 論へ の 援 用

　 「日常 的実 践 の ポ イ エ テ ィ
ー

ク 」 で セ ル トーは，戦 略 と戦

術 の 概 念 を都 市 生 活 や特 定 言 語 の 使 用 な どの 文 脈 で 論 じて い

る が．情報文化 空 間 につ い て もそ の 考えを援用 で きる と思 わ

れ る
［Z｝。な ぜ な ら，オ ル タ ナ テ ィ ブ な キ体 に よ っ て 生 成 さ れ た

固有の 情報文化空 間は，ア ノ ニ マ ス な主体 に とっ て は ある 意味

「押 しつ け られ た もの 」 で あ り，「消費 と形 容 され る 生産」 と関

係 して くる か ら で あ る。

　 も う少 し具体 的 に 情 報 文 化 の 主体 に 置 き換 えて 考え て み た

い 。 まず，戦 略 に関係 す るの は オル タナ テ ィ ブな主 体 で あ る。

自ら固有の 理 念系 を有 し，そ れ を具現 化す る施設系 を構築 ・導

入 する 資本力が ある こ と は，こ れ まで 論 じて きた よ うに，固有

の 情 報文化空 間を新 た に生 成 で きる こ とを意味する 。 す な わ ち

自 ら空 間 を生 成す るこ とで，他 領域 との 問 に境 界線 を設定する

こ とが で きる 存在 とい うこ とに な る。

　戦術 に 関係 す る の はア ノ ニ マ ス な主体 で ある 。 他者が 設定 し

た空 聞 に 後発 的 に 関与 す る 彼 らは，一般 に は資本力な どで オ ル

タナ テ ィ ブ な主体 に 及 ば ない 。そ れゆ え ア ノ ニ マ ス な主体 は，
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他者 が確 立 した情 報文 化空 間 内の 製 品 ・
サ
ービス の 利 用 に 際 し

て ，提 供 者 の 要求 す る規約 に 同意 した上 で 利 用者 ・顧 客 とな る

の が 通常 で ある。彼 らは利 用 の 対価 を支 払 い つ つ も，従 順 に 規

約を順守する こ とが 期待 され，そ の 上 で セ ル トーの い う戦 術 的

な 実践 が 様 々 な 形 で 展 開 され る こ と に な る 。

　戦 略 お よ び戦術概念 と主体 の 関係性，また 情報文化理論 と

の 関係 性 を理解 す る 好 材 料 と して，マ イク ロ ソ フ ト社 に つ い

て も触 れ て お き た い 。マ イ ク ロ ソ フ ト社 も また，パ ー
ソ ナ

ル ・コ ン ピ ュ
ータ の オ ペ レ ー

テ ィ ン グ ・
シ ス テ ム （OS ）で

固有 の 情 報 文化 空 間 を確 立 す る こ と に 成 功 した企 業 で あ る。

た だ しデ ィ ズ ニ
ー

祉 と異 な り，マ イ ク ロ ソ フ ト社 は オ ル タ ナ

テ ィ ブ と ア ノ ニ マ ス 双 方 の 性 質 を併 せ 持 つ （持 っ て い た ）情

報文化主体で あ る 。

　同社の 創業者の
一

人 ビル
・
ゲイ ツ は，当初は プロ グラ ミ ン グ

に 没頭 する ア ノ ニ マ ス な主体 （個 人 ）に 過 ぎな か っ た 。しか し

な が ら，そ の 後の ウ ィ ン ドウ ズ ・
シ リ

ーズ の 成功が示 す よ う

に，ゲ イ ツ らが 率い たマ イク ロ ソ フ ト社 は，OS の 領域で 自社

製品 を事 実上 の 世 界規格 とする こ とに 成功す る。こ の 事実は，

新た な OS 技術 に もとつ く世界 を構築 した とい う点で ，同社が

オ ル タナ テ ィ ブ な主体で あ っ た こ とを意味す る。つ ま り，幾多

の ア ノ ニ マ ス な主 体 の
一

人 に 過 ぎなか っ た 個 人が ，既 存の 空 間

に対す る不 満 の 裏 返 しとい う形 で，それ に 代わ る （すな わち オ

ル タナテ ィ ブな） 新 たな理 念系 を世 に 問 うとい う，本稿 図 1の

よ うな構 図が 見て と れ るの で あ る
C ）。

　結果 的 に，マ イ ク ロ ソ フ ト社の 製品は 多くの 支持 を得 る こ と

に な り，そ こ に 次世代の ア ノ ニ マ ス な 主体が 参入 して 現 在 に

至 っ て い る。「戦略 」 を実践 し た マ イ ク ロ ソ フ ト社は，現在 は

その 空 間 か らの 収益 を最 大化 す る べ く，デ ィ ズ ニ
ーと同 じ よ う

に ラ イセ ン ス 管理 な ど を厳格 に行 っ て い る が，ウ ィ ン ドウ ズ を

利 用 す る ア ノ ニ マ ス な主体 か らすれ ば，こ れは 「生 産物 に よっ

て 追 い 払 わ れ ，自己表現 か ら閉め だ され た 」状 態 に ほ か な らな

い
。 さは あ りなが らも，ユ

ー
ザ
ー

たち はそ れぞれ の 思惑 や創 意

工 夫に もとづ き，ウ ィ ン ドウズ の 世界 で 「戦術」を実践 して い

くこ とに な る、非合 法 的 な もの も含 め た ウ ィ ン ドウ ズ の カ ス タ

マ イズ な どはその 好例 で ある。

れ た ク ラ ッ キ ン グ 行為 や DoS （サ
ー

ビ ス 拒否）攻撃 に 関与す

る者，あ る い は 興味半分で あっ て もガ イ ・フ t 一
ク ス の 仮面 を

被 っ て 公共 の 場に 馳せ 参 じる 者 は，受動性の 中に 能 動i生を見 る

セ ル トーの 戦術 を越 え た実践 を して い る と認識 可能 で あ る。

　 セ ル トーは 戦術 が弱 者 の 生 きる術 で あ り，よ り強 い 力 を持 つ

者を欺 く奇略 で あ る と考えた 。 しか しなが ら，バ クテ ィ ビ ズ ム

は，そ の 語の 中の ア ク テ ィ ビズ ム （actvisim ） とい う概念が 示

す とお り，市民 的不服 従や 社会変革へ の 志 向を強 く含意する。

こ れ は 面従腹背の サ ボ タ
ージ ュ や，脱法行為的な要素を強調す

る 「弱 者 の 奇略 」とは一線 を画す もの で あ る。バ ク テ ィ ビズ ム

は よ り積 極 的 に，政策 の 無効化 に 向 けた働 きか け を重 視 す る概

念 で あ り，言 い 換 えれ ば，オル タ ナ テ ィ ブな主体の 覇権や 主導

権 を形 骸化 しよ うとす る点で 戦術 と差異 化 され るの で あ り，や

は り両 者 は区別 して考 える 必 要が あ る。

　 さ ら に 言 え ば セ ル トーは 「他 者が 規 定 した 空 間 を押 しつ け

られ る」者に と っ ての 戦術の 有効性 を強調 す るが，情 報文化 に

お け る ア ノ ニ マ ス な 主 体は，基 本 的 に は 自発 的 に （既 存空間

に）関 与す る 存在で あ り．必 ず し も 「押 しつ け られ る 」 存在で

は な い
。 日本 で 2015年以降 の 利 用 開始が 予 定され て い る 社会

保障
・
税番号 （い わゆ る マ イナ ン バ ー

）制度 な どは，固有の 情

報文化空 問へ の 関与 を強 制 さ れ る類 の もの だが ，イ ン タ
ーネ ッ

トに 基 盤 を置く様々 なサ
ービ ス （特 に商用サ

ービス ）に は 「関

与 しない 」 とい う選択肢 もあ る の で あ る t4）。

　ア ノ ニ マ ス な主体が 後発 的 な関与 者で あ りなが ら も，他者 の

主導権に 働きか け る こ とは，ある 主体が 生成 した 空 間 に 公益性

を見出し，ある い は公益性を仮構 し，公益性を根拠に 自ら の存

在や 行為 の 正 当性を 主張す る こ とに 等 し い 。オ ル タ ナ テ ィ ブ

な主 体が 自 ら確立 した 空 間領域 の 統制 をどこ まで 主 張で きる か

（無制限に 主 張 して よ い の か ），逆 に，ア ノ ニ マ ス な主体が 自 ら

の 正 当性 を どこ まで 主 張 で きる か （そ もそ も主張 す る 資格 が あ

る の か ） は，情 報文化 空 間の 公 益性 に対 して 根源 的 な問 い （情

報文 化 空間 は誰 の もの か） を投 げ か ける こ と にな る。そ こ で 次

節で は，こ の 情報文化空間の 公 益性 につ い て 考えて み た い 。

7，　 情報文化空間の公益性

6．3　 「戦術 」か ら八 クテ ィ ビズムへ

　言 うまで もな く，すべ て の 情報 文 化主 体が セ ル トーの い う戦

術 を実 践 す るわ けで は ない 。 む しろ外向性が 強い 主体は オル タ

ナ テ ィ ブ な 主体化 し，新た な 空間生 成を試み る 可 能性が 高い 。

そ の 反 面，内 向性 が 強 い ，ま た は 資本力 や 意志 が 十 分 で な い 主

体 はその 空 間に 留 ま り，セ ル トーの い う消費とい う名の 生 産を

続 ける傾 向が 強 くな る と考 え られ る．

　 しか しなが ら，上述 し た よ うに 空 間の 変 質が 顕 著 に な っ た と

き，特 に オ
ープ ン ・

シ ス テ ム が 管理 者に よ っ て 統 制 され る 傾 向

が強 くなっ た場 合，戦術 を越 えて 能 動 的 ・攻 撃的 な行 為 を選択

す る 主体 が 現 れ る こ と否 定 で きな い 。バ ク テ ィ ビ ズ ム は ま さ

に ア ノ ニ マ ス な主 体が採 る そ う した 行為 ・行 動の
一

形 態 で あ ろ

う。 ジ ュ リア ン ・アサ ン ジ に賛同 し 「ウ ィ キ リ
ー

クス 」の 運営

に 関わ る ボ ラ ン テ ィ ア ，サ イ バ ー
空 間上 で 特定の 対象に 向け ら

　情 報 文化 空間 の 公益 性 とは，理念系 ・施設 系 ・人 間系 か ら成

る情 報 文化 が，オ ル タナ テ ィ ブ な主体 と ア ノ ニ マ ス な主 体 の 関

係性の 中で ，ど こ まで 私 的 な管理 や統制が 認め られ る か とい う
．

問題で ある 。 よ り厳密 に言うな らば，オープ ン な （誰 もが参入

で きる 〉シ ス テ ム の 情 報文 化 に 関 す る議 論 に なる。なぜ な ら完

全 な ク ロ ーズ ド・
シ ス テ ム の 情 報文化で は，そ もそ も私 的 な管

理 や統 制が 空 間生成 の 目的 ・動 機 で あ り，また 前提 と な る の が

通常 だか らで あ る。

　こ こ で 公益 性 と は，端 的 に 言 っ て 「公 共 の 利益 1 で あ り，社

会全 体 に還 元 され るべ き／ 社会全体で 共有 され る べ き利益を指

す。なお 公 益性 は 必 ず し も 「国益 」と は
一

致 しな い 。こ の 点 に

つ い て は，武 田 や 浜野 が 内部 告発 サ イ ト 「ウ ィ キ リ
ー

ク ス 」 を

事例 に，公益 性 と国益 の 関係や そ の バ ラ ン ス の と り方 につ い て

考 察 して い る。
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　武田 は 国益 と公益を隔 て る視点の 重要性を確認 し，国益 （国

家と い う共 同体の 利 益）と公益 （価値観を同 じ くする共同体を

複 数 含 ん で 成 立 す る 公 共 的 な社 会 の 利益 ） の 微 妙 な ズ レ に つ

き，「国 家 と公 共社 会 が 同心 円 的 に配 置 され て い れ ば 両 者 は重

な る が，そ の 保証 は ない 」 と指摘す る。また
一

般 に共 同体の 利

害は複 雑に 入 り組 むた め．すべ て の 共 同 体の 利 益 を損 な わ な い

形 で の 公益の 実現が 困難な現実 も指摘す る
［13］。こ の 武田 の 指

摘 は，様々 な主 体が 絡 む 情報 文 化 空 間 で も同様 の こ とが言 え

る。過去 の 情報 文化 学 の 論 考が そ うで あ っ た よう に，情 報 文化

は 企業活動 （電子 商取引 な ど） との 親和性 も高 く，関与す る主

体 の 数や 様態 は限 りな く広 が るため，公 益性 に 関す る議論 を一

般 化す る こ と は容易 で は ない 。

　結 果 的 に，情 報 文化 の 公益 性 をめ ぐる 問 い は，「公 益 と は 何

か」 に始 ま りつ つ も，浜野 が論 じた よ うに 「公益 を語 るの は 誰

か 」 と い う問 い に 収 斂 し て い く。浜 野 は そ の 著 作 の 中で ，ミ

シ ェ ル ・フ
ー

コ
ー

の 「パ レ
ー

シ ア 」の 概 念 を援用 し，公 益 を

越 えた 「純粋 公 益 」 の 概 念 を提起す る
「141

。 浜野 に よ れ ば 純粋

公 益 と は，特 定 の 利 害 関 心 に 限定 （影響 ） され る こ と の な い

曖昧 な 公 益 で あ っ て，そ れ （公 益 〉 を語 る こ とが で きる の は

「パ レ
ー

シ ァを行使する 人 」とい う意味を持つ ，「パ レ
ー

シ ア ス

テ
ー

ス 」（勇気 と い う道 徳的性質を もっ て 率直に真実 を語 る 人 ）

で あ る と論 じて い る。

　 しか しなが ら，ハ ク テ ィ ビズ ム に 関連 して 公益 性を論 じた武

田 や 浜野 ら の研 究 を十分 に 咀嚼 した と して も，や は り情 報 文化

空 間の 公 益 性 に つ い て 統一的 な 見解 を出 す こ とは容 易 で は な

い 。その 理 出 と して は，上 述 した よ うに 主体 の 多様 な関与 が あ

る だけで な く，そ れが 著 し く流動 的 で あ る こ と，また，筆 者が

過 去 の 論 考で 「情報 文化 際 論」 とい う概 念 を提示 した こ とが あ

る よ うに，情報文化 空 間 その もの が 同時に 複数存在 し．そ れ ぞ

れが 結合や 分離を繰 り返 す と考え られ る か らで ある （図 2 ）。

こ の 点，須藤 は 早 い 段 階 で 複合 的 ネ ッ トワ
ー

ク の 意義 や 課 題 に

つ い て 論 じ 〔15］，さ ま ざま な主 体が 自律的 か つ 創 造 的 に 社 会 シ

ス テ ム を進化 させ て い く必 要性 を説 い て い たが，須藤 の 指 摘 の

基礎に ある の も主体や ネ ッ トワ
ー

ク 空問の 高い 流 動性で あ る。

それ ゆ え情報文 化 の ダ イ ナ ミ ズム を積 極 的 に 評価 す る 立 場 か ら

すれ ば 固定 され た 公益 性の 議論 は 妥当性を持ちに くい
。 しか

も現代 の 経済経営環境で は 変化の ス ピー
ドは 速 く，静的な視座

に 立 っ て 公益性 を論 じる こ と自体，あ ま り意 味が ない 可 能 性 も

否 定で きな い の で あ る。

図 2 情報 文 化際 論 に お け る複 数空 間 の 同 時存在 イ メ ージ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （出典）筆者作成
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．
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　 こ うした 困難を認識 した 上 で．情報文化空間の 公益性を論 じ

る な らば，本稿 は 宇沢の 「社会的共通資本」の 概念 に そ の ヒ ン

トが あ る と考 え る。宇 沢 の い う社会的共通 資本 とは，「個 々 の

経 済 主 体 に よ っ て 私 的 な観点か ら管理 ・運営 され る もの で は

な く，社会全体 に と っ て 共通 の 資産 と して ，社会的に 管理
・
運

営 さ れ る もの 」で あ り．か つ 「そ こ か ら 生 み 出 され る サ
ービス

が 市民 の基 本的権利の 充足の さい して，重要 な役割を果たす も

の 」 と して 認識 されて い る fl61。

　宇沢 は こ れ が広 い 意 味 で の 「環 境 」で あ る と述 べ て い る が，

情 報 と文化 の 相 互作 用 の 過 程 で ．オル タ ナ テ ィ ブ な主 体 で あ れ

ア ノ ニ マ ス な 主体 で あ れ，当該 空 問 に 介 在 す る個 人 や 組織 が

日 々 実践す る大 量 の 情 報 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 活動 が，そ れぞ れ

理 念系 ・施 設系 ・人間系 に 該 当す る ソ フ トウ ェ ア ・ハ ードウ ェ

ア ・ヒ ュ
ー

マ ン ウ ェ ア の 発 展 につ なが っ て い く。 こ の 壮 大 なダ

イ ナ ミズ ム が 行 わ れ る場 こ そ，情 報 文化 で あ り情 報文 化空 間 で

あ る が，それ は 人 間の い とな み とは不 可 分 の 関係 に あ り，ある

種の 「環境」 と して，また 「文明」 と して 捉えられ る 。

　 大気 が 地球 を覆 うこ と で 生 物 が生 き長 らえ る こ とが で きる の

と同様 に，情報 文化 が 私 た ち の 生 活 を 取 り囲 む か ら こ そ ，私 た

ち人 類 は 文明社会に 生 き，暮 らす こ とが で きて い る 。 こ の 意

味に お い て．「情報文化 空 間の 公 益 性」（public　interest　of　the

information−culturol 。gial　 sphere ）で は な く，「情 報 文化 空 間 と

い う公 益 性」（the　information−culturological 　sphere 　as 　public

interest） とい う思考 も今 後 は 必 要 か つ 重要 に な っ て くる の で

は ない だろ うか。

8，　 お わ りに

　 こ れ まで 述べ て きた よ うに，本稿は バ ク テ ィ ビズ ム と呼 ばれ

る，近年注 目され る サ イバ ー空 間上 な らび に 現実世界で の 行為

あ る い は活 動 に 着 目 し，そ の 情 報文 化学 的意 味 を検討 す る こ と

で，情 報 文化空間 をめ ぐる主体 問の せ め ぎ合 い に つ い て 考 察 し

た。こ の
一

連 の 作 業 は，バ クテ ィ ビズ ム と い う社 会事 象 を情 報

文化論 の 拡が りの 中に 定位 し，もっ て 情報文化の 理論的側面の

さ ら な る深 化 を 企 図 した もの で あ る 。

　結果 的に 本稿 は．バ ク テ ィ ビズ ム に よ る抵抗や 対抗は．セ ル

トーの い う日常的 実践 に か か る 「戦術 」 を基盤 に
．
置きつ つ も，

「弱 者 の 奇 略」 以上 の 積極 的 な働 き掛 け を 内在 させ た もの で あ

る こ と を明 らか に す る。その 背 景 を理解 す る に は，既 存空 間に

不 満 を持 つ ア ノ ニ マ ス な主 体が，自らオル タナ テ ィ ブな主 体 と

な っ て 新 しい 空 間 を 生 成 し よ うとす る （主 体 の ）外 向性 と対 照

され る 内向性，すなわ ち，ア ノ ニ マ ス な主体が ア ノ ニ マ ス な 主

体 で あ り続 け る こ とを選択 し，空 間内部 に敢 えて 留 まる とい う

現 象へ の 認 識 が役 に 立 つ 。

　 また，戦 術 とハ ク テ ィ ビ ズ ム を区分す る
一

つ の 基準 と して ，

本 稿 で は情 報文化空間 の 公 益性 を鍵語 に 挙げた。ある情報文化

空 間 が完全 に ク ロ ーズ ドで な い 場 合，当該空 間 の 公益 性が 危機

に 晒 され る状 況 に ア ノ ニ マ ス な主 体 （の 一部 ） は敏 感 に 反応

し，管理 ・統制 の 強化 に向け られた 政策 の 無 効化 を試 み る。つ

ま り情報文化空 間 の 公 益性 が 歪 め られ よ うとす る と き，バ ク

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Information-Culture Society

NII-Electronic Library Service

Japan エnformation −Culture 　 Sooiety

10

テ ィ ビズム とい う社会的行為が誘引 され る と考 えられ る。裏 返

せ ば，公益 よ りも私益 （利益）優先が 誰の 目に も明 白な場合，

そ う した情 報文 化空 間 で バ ク テ ィ ビ ズ ム は 生 じ に く く，た とえ

その 活 動が市民的不服従 に もとつ くもの で あっ た と して も，称

賛 され る よ りも，知 的所 有権侵害者 と して の 誹 りを受ける可 能

性 の 方が 高 くな る と推 察 され る。

　
一方で ，本稿 で 十 分検討で きなか っ た 点も多 々 残 る。例えば

情 報文 化 空 間の 公益 性 に 関 す る議 論 は も とよ り．バ ク テ ィ ビズ

ム に よ る 政策 の 無効 化行 為 が，既 存 の 空 間内 で どの よ うに描 写

さ れ る の か と い う，空 間構 造論 的な 問題 （既存の 空間 内 に，バ

ク テ ィ ビズ ム に よ っ て 別の 小 さな空間が生 成 され る と も考え ら

れ る ）も残 っ て い る。ま た，バ ク テ ィ ビ ズ ム その もの も研究 成

果 の 蓄積が 十分 とは 言 えず，そ の こ と は情報文化学 的 な観点 か

ら調査分析を重ね て い く意義を提起 して い る 。 こ うした事項 は

今後の 研 究課題 で あ り，筆 者 自身，情 報文 化理 論 の さ らなる 深

化 を 目指 し，引 き続 き検討 を重 ね て い く所 存で あ る。

注

（1）イ ン タ
ー

ネ ッ ト利 用 の 形跡 をIPア ドレス か ら辿 る こ とが で きる よ う

　 に，匿 名性 が あ る よ うで それ が実 際 に は担保 され ない こ とは 少 な く

　 ない 。こ の 点，こ の 箇所で い うと こ ろ の ア ノ ニ マ ス な主体 と は，現

　 実 に は 「（オ ル タ ナ テ ィ ブ な主体 との 対比 で ） ア ノ ニ マ ス 的 で あ

　 る 」とい う点を仮構 した表現で ある 。

（2＞な お，異 な る主体 が そ れ ぞれ戦 術 や 戦 略 を採 る とい う意味 で は，数

　 理 経済 学 的 な考 え （ゲ
ー

ム 理論 な ど） も参 考 にすべ き と思 わ れ る。

　 た だ し紙面 の 制約上 ，本稿で は セ ル トーの 概 念に 議論を限定す る 。

（3）
一

方で ，LINUX を開発 した リ
ー

ナ ス
・

ト
ー

バ ル ズの よ うに ，マ イ ク

　 ロ ソ フ ト社 が 確 立 した 情報 文 化空 間 は，現状 に満足 しない オ ル タナ

　 テ ィ ブ な 主 体を新た に 誕生 さ せ て い く。ま た ，LINUX の 改 良 に 多数

　 の ボ ラ ン テ ィア が 関与 し た よ うに ，ア ノ ニ マ ス な 主 体 もそ の 過程 で

　 主 体 として の 重 要 な役 割 を果 た して い く。か よ うに して 情 報 文化 空

　 間 は 生 成 と変 質、拡 張 と分 離 を繰 り返 し，その 壮大 なプ ロ セ ス を通

　 じて 人 間の い とな み を充実 ・発展 させ ，文明を開化 して い くこ とに

　 な る。

  イ ン タ ー
ネ ッ ト技術 に基 盤 を置 く公 用サ

ービス で も，e−Tax （国税 電

子 申告 ・
納税 シ ス テ ム ）な ど は 、そ の 参加や利 用 に つ い て 任意性の

余地 が あ る 。こ の 点，い わ ゆ る マ イナ ンバ ー制度 は任 意 性 の 余地 が

少 な く問題 を孕 んで い る。
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